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【令和８年中の山岳遭難発生状況】

（）内は前年同期対比
【２月中の発生状況】

大分県内では、少しずつ温かくなり、春の訪れを感じます。
しかし､3月に入っても山間部では登山道が凍結する可能性があります。
写真は、令和６年３月に『くじゅう山系』を撮影したものですが、
山頂付近はまだ白く、防寒着が必要な状況でした。
寒さ対策を継続しましょう。
間もなく春の登山シーズン(４月〜６月)ですが、昨年は同シーズンに
『19件24名』（重軽傷10名）

の山岳遭難が発生しています。
大分県内では、遭難件数の３割〜４割が春山シーズンに発生します。
『年齢や経験に応じた山選び』と『無理のない登山計画』で安全な

登山を楽しみましょう。

大分県電子申請システム

※数値は暫定値

発生件数 遭難者数

令和６年３月撮影
『くじゅう山系』

昨年の春山シーズン(4〜6月)に
おける山岳遭難発生状況

転倒・滑落 9件9名

道迷い 8件13名

疲労・
その他 2件2名


